
商品バリエーション 

障子の開閉 

はずれ止め 

□FNS-70EAT 
□NLS-Ⅰ 
□FNS-70P 

□FNS-100 □FNS-70AT 
□FR70X 

□FNS-70

片引き①　（一般・防音・断熱タイプ） 

中央可動片引き窓 中央引き分け窓 外動片引き窓 内動片引き窓 両袖可動片引き窓 

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ 

■開閉操作（中央可動は除く） 

①クレセントをロックが解除される方向にに180°回してください。障子が移動可能になります。 
②閉める時は、クレセントが当たらないことを確認し、障子をスライドさせてからクレセントを回してください。 

■開閉操作（中央引き分け（内動）のみ） 

①障子を閉鎖する時は突き合わせ框または召合せ框 
　を押して操作してください。 

■開閉操作（中央可動のみ） 

①左右のクレセントを両方とも、上又は下に180° 
　回してください。ロックが解除され、障子が移動 
　可能になります。 
②閉める時は、左右のクレセントが当たらないこと 
　を確認し、障子をスライドさせてから、必ず左右 
　のクレセントを回してロックしてください。 

突き合わせ框 中央突き合わせ部内観図 

お 願 い 

クレセントは、必ず右・左とも完全に180°回転させてください。 
完全に回転させないと、障子が当たり破損や傷の原因となります。（共通） 

突き合わせ框を持って操作する時は付き合わされる部分に手を添えないように 
してください。右図のように操作すると手や指を挟む危険があります。 
（中央引き分け（内動）のみ） 

クレセントは、必ず右・左とも完全に180°回転させてください。 
片側だけのクレセント操作では障子がロックされません。 
また、完全に回転させないと、障子が当たり破損や傷の原因となります。 

この部分が外障子に当たります。 

■FNS-70系・NLS系 

◆はずれ止め（小） ◆はずれ止め（大） 

障子の脱落を防止するためにサッシの上枠に取付けられている、プラスチック製の部品です。 
はずれ止めは窓の大きさにより大・小２種類のタイプがあります。 
（固定位置は、上枠に記載されています） 

ロックを解除するには図の位置にプラスドライバーを 
使用し90°はずれ止めを回転させます。 
（左右２箇所） 

ロックを解除するには図の位置にプラスドライバーを 
使用し90°はずれ止めを回転させます。 

取付位置 
上枠部にラベルで指定 

ロック解除状態 

ドライバー 

はずれ止め 
（ロック状態） 

※障子を清掃などで取り外すときは、はずれ止めと次項目の風止め板を縦枠側にずらしてから取り外してください。 
　本図は外動片引き窓用です。形状は商品種により異なりますが、操作方法は変わりません。 

ドライバー 

はずれ止め（大） 

ロック解除状態 

召合せ框 

□FNS-100断熱 
□FNS-100AT 

窓の開閉操作はゆっくりおこなってください。急激な操作は思わぬ事故やけがにつながります。 
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Ｆ Ｆ 

■FR70X・FNS-100系・FRS-100

 

はずれ止めを移動させるには固定ねじをプラスドライバーで 
ゆるめてから右または左に移動させてください。 
（ねじは取りはずさないでください） 
 
※本図はFNS-100用です。商品によりはずれ止めの形状は 
　異なりますが、操作方法は同じです。 

風止め板 

召合せ上部から風の進入を防ぐためにサッシの上枠に取付けられている、プラスチック製の部品です。 

■FNS-70系 

■FRS-100・FR70X

※FNS-70AT・FNS-100系には操作可能風止め板はありません。 

■開口形式別取付位置 

※障子を清掃などで取り外すときは、風止め板と前記のはずれ止めを縦枠側にずらしてから取り外してください。 

ロックを解除するには図の位置に 
プラスドライバーを使用し、90° 
はずれ止めを回転させます。 
（左右２箇所）ロックが解除され 
て移動可能になります。 

◆操作方法 

◆操作方法 

風止め板 

ドライバー 

固定ねじ 

風止め板 

ロック解除状態 

ドライバー 

中央可動片引き窓 中央引き分け窓 外動片引き窓 内動片引き窓 両袖可動片引き窓 

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ 

ロックを解除するには固定ねじを 
プラスドライバーでゆるめてから 
右または左に移動させてください。 
（ねじは取りはずさないでください） 

風止め板 

ドライバー 

1．お手入れなどのために障子をはずした後、再び窓枠に取付けたときは、表示ラベルに従って 
     はずれ止め部品を必ずかけてください。 
2．ご使用中、はずれ止めがずれることがあります。時々点検してください。 
3．はずれ止め部品が正しくかかっていないと、障子が窓枠からはずれて落下し、事故（人身・物損） 
     につながるおそれがあります。 

注　 意 
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■可動ストッパー 

お 願 い 

ストッパーは片方（上部または下部）のみでご使用にならないでください。脱輪の恐れがありますので上下 
同時に働くようにしてください。 

 

中央可動式片引き窓は、障子のストッパーに可動式のストッパーを採用しています。ストッパーを解除すること 
により障子が左右に移動可能になります。窓の清掃などでストッパーを解除した場合は、作業終了後必ずセット 
し直してください。 

上部可動ストッパー 

下部可動ストッパー 

ロック解除状態 

ロック解除状態 

中央可動（バイパス窓）の操作 

中央の障子のみ可動する窓です。使用するときは下記の注記を 
よくお読みになり正しくご使用願います。 

■FNS-70系・FR70X

①左右のクレセントを両方とも、ロックが解除される方向に180° 
　回してください。障子が移動可能になります。 
②閉める時は、左右のクレセントが当たらないことを確認し、 
　障子をスライドさせてから、必ず左右のクレセントを回して 
　ロックしてください。 

クレセント クレセント 

お 願 い 

クレセントは、必ず右・左とも完全に180°回転させてください。片側だけのクレセント操作では障子が 
ロックされません。また、完全に回転させないと、障子が当たり破損や傷の原因となります。 
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